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要旨 

 

自立活動は、個々の幼児児童生徒が有する障害による困難さに対応した指導であり、学校教育

法第 72条の後段を受けて、特別支援学校の目的を達成するために設けられ、特別支援学校の教育

課程において特設された指導領域である。その指導を行うことによって、幼児児童生徒の人間と

しての調和のとれた育成を目指している。多様化する現代社会の中で、その人が、その人らしく

主体性をもって生きていくために、教師が子どもの「よさ」を見取り、子どもの「よさ」を生かし

た自立活動の指導を提案したいと考えた。そこで、本研究では、子どもの「よさ」の着眼点を明

らかにし、過去の実践を振り返りながら、知的障害のある子どもの「よさ」を生かした自立活動

の指導の在り方を提案することを目的とする。 

協議の方法は、主にオンライン会議システムを用いた。子どもの「よさ」を生かした自立活動

の指導を考える上で、文献研究、学校訪問や議論を通して、子どもの「よさ」を生かした自立活

動について協議を重ねた。その話し合いの中で得られた子どもの「よさ」について、カテゴリー

化を行い、カテゴリーごとの特徴、その子どもの「よさ」の見つけ方などについて、議論を通し

て分析を行うこととした。分析を通して得た「子どもの『よさ』を見取ることができた場面」と

「子どもの『よさ』を見つけた際の教師の見方や視点」という着眼点をもって、構成員それぞれの

過去の自立活動の指導の実践について振り返りを行った。その結果を構成員６人で共有し、自立

活動の指導における子どもの「よさ」の活用方法について議論を通して分析した。 

文献研究からは、知的障害教育における自立活動の実践の文献は少ないことが分かった。特に、

知的障害単一の場合は、個々の実態によっては自立活動で指導する内容の捉えが分かりにくく、

各教科等を合わせた指導には目がいくものの、自立活動についてはあまり特化して考えられてい

なかったためと推察した。子どもの「よさ」の分析では、子どもの「よさ」は多角的に捉えられる

ため、定義付けはできなかったが、カテゴリーに整理することができた。子どもの「よさ」は学

校生活全般で見つけられるため、着眼点をもって子どもの「よさ」を見つけようとする教師の姿

勢が重要であることが明らかになった。子どもの「よさ」には、「活動（指導）に生かせる子ども

の『よさ』」と「さらに伸ばしたい子どもの『よさ』」に分類されるのではないかという結論に達

した。実践事例の分析では、子どもの「よさ」の生かし方には様々なアプローチの方法があるこ

とが示された。子どもの「よさ」を生かした自立活動の指導は、子どもの主体性を伸ばすことに

つながっていたことから、教師が意識的に子どもの「よさ」に着目して指導を行うことが効果的

であると考える。 

一方で、課題も散見された。教師の子どもの「よさ」を見つけようとする意識や姿勢の中から

見出された子どもの「よさ」の視点は、教師主体の見取りであって、子ども本人が自覚している

子どもの「よさ」ではないことである。また、本人主体の自立活動の指導を行うためにはどのよ

うに合意形成を行い、自立活動の指導に活用していくことができるかについても、より多くの実

践事例の収集・分析により、さらなる検証を行う必要がある。 
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